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債権者XXX株式会社（以下「甲」という。）及び債務者YYY（以下「乙」といは、甲乙間の債権債務の相殺について、以下のとおり合意する。

第1条 （債務債務の確認）			
1 乙は、甲が乙に対して、甲乙間の●年●月●日付け売買契約に基づき下記買掛金債権●万円（以下「甲債権」という。）を有していることを確認する。
記
（１）目的物　●
（２）買掛金　金●万円

2 乙が甲に対して、●年●月●日付け金銭消費貸借契約に基づき下記貸金返還請求権●万円（以下「乙債権」という。）を有していることを確認する。
記
（１）元本		●円
（２）弁済期		●年●月●日
（３）利息		●円
（４）合計		●円

第2条 （相殺）
　甲と乙は、甲は、甲債権の期限の利益を放棄し、乙は、乙債権の期限の利益を放棄して甲債権と乙債権を対当額である金●万円にて相殺することを合意した。

第3条 （誠実義務）
　本契約に定められていない事項又は解釈上疑義が生じた事項については、その都度、甲乙丙誠意をもって協議決定する。

本契約の成立を証するため本契約書を２通作成し、甲乙丙各記名押印の上、各１通を保有する。

●年●月●日
		所在地	○○○○
　　　　甲	会社名     XXX株式会社
	代表者氏名 ●●●●

		住所	       ○○○○ 
　　　　乙
	氏名	       YYY
（C）弁護士法人長瀬総合法律事務所
本書式はあくまで参考例にすぎず，貴社の具体的な状況に応じて加筆修正していただき，貴社の責任においてご利用ください。
